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ちば・しげるちば・しげる
　1963年 2月 1日生まれの63歳。明治大学大学院修了。
町議会副議長などを経て、2018 年に町長に初当選した。
　趣味の写真は父親の影響で始めたもの。「一瞬の
シャッターチャンスをとらえるスリルと創造性に惹き
つけられた」と明かす。一番好きなシチュエーション
は結婚式だといい「人生で一度きりの特別な日に、き
れいな花嫁をよりきれいに写すのが腕の見せどころ」
と語る。

地域力の基盤は人材

▲

2 期目の振り返りと3期目の抱負は
　2期目までに積み上げてきたものを開花させ、第 7次総合計
画の将来像に掲げた「地域力が高く誰もが幸せに暮らせるま
ち」の実現に向けて尽力する。国勢調査の結果を受けて 2027
年の市制施行は見送りとなったが、引き続き国勢調査での人
口 5万人を目指して町政にまい進する。
　地域力向上の基盤は人材。「地域のことは地域で行う」こと
が理想形だと考え、人材育成に力を注いでいる。また、ＳＤ
Ｇｓ未来都市に選定されている県内 4自治体のひとつとして、
誰ひとり取り残さない、持続可能なまちづくりの施策も進め
ていく。

選ばれるまちを創出

▲

さらなる住環境整備の推進に向けて
　町有地売却を進める荒川本郷地区においては、残る 2ブロッ
クについても引き続き民間活力を導入した開発を進めていく。
全て完了すれば、2000 人規模の人口増加となる見込み。都市
計画道路の整備についても県と協議しつつ推進し、良好な住
環境の形成を図る。開発に一定のめどが立った後、ひたち野
うしく周辺エリアの活用に向けた検討も進めていきたいとい
う思いがある。

▲

牛久阿見ＩＣ周辺開発の完結へ
　実穀地区では県が施行主体となり、新たな産業団地開発を進めるため、
県の当初予算には事業費として約 173 億円が計上されており、町として
も大変期待している。
　同地区は開発面積約 68 ha の広大な土地であり、優れた立地特性と利便
性を有することから、町でも有効活用ができないかと長年模索を続けて
きた場所。雇用の創出と安定的な税収確保を目指し、県と力を合わせて
必ずや成功に結び付けたい。
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▲

常住人口増加に向けた取り組みについて

　人口増加には若い世代に移住してもらえるような魅力
あるまちづくりと、質の高い子育てができる環境整備が
不可欠。
　4月 25 日にオープンする「まつうらわくわくパークあ
み（あみ子育て支援センター）」は、屋内ネット遊具など
子どもが喜ぶ仕掛けと合わせて、イベントや保護者向け
の講座が開催できるスペースを設けた。地域とのつなが
りを築く場になることを期待している。
　今後も温水プール整備やごみ処理施設広域化など、公
約に掲げた政策の実現を図り、安心して住み続けられる
まちを目指す。

▲

”泳げる霞ケ浦”に架ける新橋について
　今後整備予定の花室川河口部周辺への架橋によって、
つくば霞ヶ浦りんりんロードの湖岸ルートが開通する。
新たな観光資源として、また、安心・安全な自転車通行
空間の確保に向けて事業を推進していく。霞ヶ浦導水事
業により水質が浄化されることにより「泳げる霞ケ浦」
に向けた取り組みが前進することから、将来的には霞ケ
浦を活用したさらなる観光振興にも取り組んでいきたい。

▲

業界へのメッセージ
　災害時の力強い働きに深く感謝申し上げる。
地域建設業は安心安全のまちづくりに欠かせな
い存在。業界が抱える課題解決に向け、就職フェ
アの開催など、町を挙げて人材確保の取り組み
を後押ししていく。今後も引き続き、まちづく
りへの力添えを賜りたい。

町の仕事は町の業者に

▲

地域建設業の発展に向けて
　かねてより入札制度の改正に取り組んでおり、本年
度は低入札価格調査制度の拡大などを実施する。事業
者の育成には、途切れることなく公共事業を発注して
いくことが重要。
　さらに、工業団地に立地する企業と地元業者をマッ
チングし、民間からの受注を後押しする取り組みも進
めている。町の中の仕事を町の業者に担ってもらうこ
とで、地域力の向上にもつながることを期待している。

　２月 22 日執行の町長選挙で３期目の当選を果たした千葉繁
町長。圏央道のインターチェンジを通じたアクセス性の高さ
を生かした都市計画や子育て支援施策の充実により、大きく
飛躍発展を遂げている同町のまちづくりの今後について話を
伺った。


